




































































































































































女性にしか 男性にしか 女性にしか 男性にしか




みだらな（一） 12．7 20．9 1．5
不品行な（一） L8 L8 4．5 6．0
不身持な（一） 20．0 5．5 14．9 3．0
けがらわしい（一） 1．8 7．3 7．5 7．5
すけべえな（一） 47．3 52．2
エッチな（一） 1．8 27．3 4．5 19．4
ふしだらな（一） 20．0 28．4 3．0
卑　狼　な（～） 10．9 4．5
わいせつな（一） 9ユ 1．5 14．9
淫　狼　な（一） 5．5 1．8 3．0
淫　乱　な（一） 12．7 14．9
淫　蕩　な（一） 3．6 9．1 3．0 1L9
淫　奔　な（一） 9．1 1．5 3．0
不　貞　な（一） 40．0 3L3 6．0
はすっぱな（一） 80．0 19．4 魂．5
虞　淑　な（＋） 87．3 41．8 L5
貞　節　な（＋） 72．7 19．4 4．5
いかがわしい（一） 7．3 3．6 6．0 1．5
無　記　入 3．6 43．6 26．9 38．8
プラス評価語の1語
ｽ均パーセント 80．0　＞ 30．6　＞ 3．0
マイナス評価語の1
齦ｽ均パーセント 12．7　＞ 8．7 9。6　＞ 9．5
19語全体の1語平均パーセント
19。8　＞ 7．8 1L8　＞ 8．8




女性にし 男性にし 女性にし 男性にし
か使わぬ か使わぬ か使わぬ か使わぬ
男％ 女％ 男％ 女％ 男％ 女％ 男％ 女％
好 色　な（一） 10．7 ＊37。0 ＊　L8 2G．0 承33．3
み だらな（一） q4．3 11．1 20．0 承25，0 ＊L8
不 繍行な（一） ＊3．6 率6．7 ＊5．5 3．6 q6．7
不 身持な（一） 14．3 塩25．9 3．6 ＊7．嘆 9．1 畷1．7 ＊3．6
けがらわしい（一） ＊3．6 3．6 qL1孝9．1 7．3 雰8．3
すけべえな（一） 46．婆 ＊荏8．王 49．王 亭66．7
工 ッチな（一） ＊3．7 17．9 ＊37。0 ＊5，5 16．4 ＊33．3
ふしだらな（一） ＊21．4 18．5 27．3 水33．3 ＊3．6?
猛　な（一） 10．7 ＊11．1 3．6 ＊8．3
わいせつな（一） ＊10．7 7．婆 寧　1．8 10．9 ＊33．3
淫 獲　な（一） ＊10。7 串3．6 黍3，6
淫 乱　な（一） 串17．9 7．4 ＊18．2
淫 蕩　な（一） 3．6 ＊3。7 縫0，7 7．4 寧3．6 10．9 畷6．7
淫 奔　な（一〉 寧17．9 ＊　1．8 1．8 寧8．3
不 爽　な（一） ＊53．6 25．9 ホ34．5 16．7 3．6 ＊16．7
はすっぱな（一〉 寧82．1 77．8 14．5 慮41。7 串5．5?
淑　な（＋） ＊100．074．1 ＊41．8 4L7墨　1．8?
節　な（＋） ＊85．7 59．3 ＊20．0 16．7 3．6 寧8．3
いかがわしい（一） ＊14．3 3．6 ホ3．7 5．5 孝8．3 串8．3
無 記　入 7．荏 50．0 37．029．1 王6．7 43．6 16．7
プラス評価語1謡
ｽ均パーセント 寧92．9 66．7 ＊30．9 29．2 5．4 ＄8．3
マイナス評懸語1
齦ｽ均パーセント 癌15ユ 10．2 7．1 准10．2 9．5 ＊9，8 8．3 q4。7
玉9語全体の1語平
ﾏパーセント ＊23．3 16．2 6．4 ＊9．2 11．8 王L8 7．7 縫2．5














































































































































































































































































































































































































































































































































12 淫　狸　な 21 すけべえな
13 淫　乱　な 22エッチな
14 淫　蕩　な 23 尻　軽　な
15 淫　奔　な 24 あられもない
16 好　色　な 25 なまめかしい





























日本大学 80人 77人 157人





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































狼 女×　？ 16。2＊25，3 21．6＊32．9
? 男女○ ＊35護　14．1 ＊41．9　30．6
無　　答 37．2＊55．8 17。6＊32．9







淫 男×　？ ＊32．3　王8．G ㌔2．工　乱玉
乱 女×　？ 9．4＊15．0 1護　＊14．1? 男女○ ＊3壊．1　24．3 ＊25．7　23．5
無　　答 24．2＊42，7 10．8＊21，2
淫 男×　？ ＊16ほ　　9．7 ＊59．5　嘆1．2
奔 女×　？ 王3．4　＊19．0 6．8＊1婆．2
? 男女○ ＊33．6　18．4 18．9＊22．4
無　　答 36．8　＊52．9 14．9＊22．4
第i7表　お茶の水女子大生の場合
男×　？ 女×　？ 男女○ わからない
淫獲な 24．5％ 52．8％ 11．3％ 11．3％
淫蕩な　　11．3　　　． 69．8 5．7 13．2
淫乱な 37．7 17．0 32．1 13．2


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一 59．8　　　73．8 25．4　　　18．7 44．5　　　49．3
十 8，5　　　　4．0 17．9　　　19．0 12．7　　　10．7
一十 1L1　　　7．7 17．3　　　19．0 13．8　　　12。7
0 10．9　　　6．0 28．3　　　35．7 18．6　　　ユ9．2
?
8。2　　　5，5 10．6　　　6．0 9，3　　　5．7

















































































































































































































20 一 36．3　　　　39．6 21 一 34．9　　　　38．0
語 十 24．6　　　　2L6語 十 24。9　　　　21．6
の 一十 15．5　　　　16，6 の 一十 15．9　　　　17．1
平

























































































































































































































































































































































































































順位下 支持率 順位： 支持率
? ?
1 口数が多いを意味す 59．8 1 口数が多いを意味す 73．8
る　5語 る　5語
2 へたを意味する3語 38．5 2 へたを惹画する3語 姐．3
3 じょうずを意味する 26．1 3 じょうずを意味する 28．0
8語 8語











































































「｝ 研 究　着（32名） 一般祉会入（127名）
｝｝????
　　％QL9 　％Q8．3
汀」＋ 18．8 エ5．7
i　一十 2L9 　　　n　｝Q2．0
｝。…
12．5 18．工??
21．9 12．6　　　　一
L無答 3．1 3．1
　これも間義・顯義の語の使いわけの問題に関係する。しかし，多くの国語辞
書は，この辺のことには余り触れていないようだ。以下に、いくつかその出島
をあげる。
岩波国語辞典（初版）
くちがる　すらすら物を書うさま。転じて，軽々しく物を雷うこと。特に秘密
　　　をすぐ人にもらすこと。曾臓重（くちおも）
おしゃべり　口数の多いこと。また，そういう人。
饒酋　よくしゃべること。　「饒」はあり余る意。
多弁　口数が多いこと。よくしゃべること。
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口まめ　よくしゃべること。またその人。
明解国語辞典
くちがる　①びんしょうに口をきくこと。②かるがるしくものをいうこと。③
　　　よく秘密を他にもらすこと。
おしゃべり　よくしゃべる・こと（入）。
饒青　多弁なこと。おしゃべり。
多弁　口数が多いこと。多書。
口まめ　よくしゃべる・こと（人）。
例解国語辞典
臓が軽い　何でもべらべらとしゃべりたがって，書ってはいけないことでも言
　　　ってしまう。多弁である。
おしゃべり　①人と話をすること。rちょっと一一・一一（を〉するうちに時間になつ
　　　た」②べらべらとしゃべりすぎること。t’34kの多い人。饒舌。「一な
　　　女」r無口だった男が一になる」
饒養　購数が多いこと。おしゃべり。多弁。　卜一を弄する」「一一な（の）人」
　　　卜一別
多弁　おしゃべりなこと。口数が多いこと。「商人は一般に一で愛想がいい」
口まめ　よくしゃべること・入。口かずの多いこと・人。「一一のくな）子」
広辞苑（初版）
くちがる　①すらすらとものをいうこと。②よく考えないでかるがるしく物を
　　　いうこと。③不注意に秘密をよく他雷すること。
おしゃべり　口かずの多いこと。また，その入。多弁家。
饒香　多弁なこと。おしゃべり。　（下略）
多弁　多くしゃべること。口数の多いこと。おしゃべり。饒香。「一家」
口まめ　よくしゃべること。また，その人。口かずの多いこと。また，その人。
大言海
くちがるし　物書ヒ，カルシ。ロキクコト，カロガurシ。　（くちおもしノ反）
　　　（下略）
　　　　　　シヤベおしゃべり　多弁ル者ヲ称スル，婦入語。
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饒舌　又，ねうぜっ。クチマメ。多弁。多言。（下略〉
多弁　多ク物書フコト。クチマメ。オシャベリ。多雷。饒舌。（下略）
　　　　マメ獄まめ　忠二，物書フコト。ヨク，シャベルコト。多弁。饒舌。（下略）
大日本国語辞典
くちがるし　醸のきき方かるし。物言ひ軽卒なり。不注意に口外す。多弁なり。
　　　（くちおもしの村）　（下略）
おしゃべり　よくしゃべること。又其の人。多弁。
饒舌　口数の多きこと。おしゃべり。多弁。ねうぜっ。（下略）
多弁　多く物をいふこと。ロ数の多きこと。くちまめ。饒香。　（下略）
口まめ　まめに口をきくこと。肖数多きこと。晶晶の人。　（下略）
〔記）
　参考までに，「アノ人ワ　ロマメナ　人ダ」　の設問に対する選択肢支持に注
記をつけてあったものを全部そのままぬき出してみると，下のようになる。注
記をしてあったのは6名。一人を除いて，他は全部国語の専門研究考であった。
中・老年層の国語の心門研究者がこういう注記をつけてあるところをみると，
この9ロマメナ」は，多くの現代語辞書にはのっていても，現在では余り使用
されていないことばであるらしい。
圃答者 支持選択肢 注　記
国語学者（男） 無　　答 このことば　わから
旙語教育学者（女） オ　（？） このことばは聞かな
国語感応学者（女） オ　（？） 足まめ・手まめほど
国語学者（女） オ　（？） 使わないので。
鴎語学者（男） イ　（＋） ただし，私にはあま昇
一般社会人（男） イ　（＋） 小生は，この言い方
の　内　容
い。自分も使わない。
はあまり親しみのない表現です。
　㈱　口数が少ないことを意味する4語の場合
　第19X一（w）をみると，「Llガ重イ・無ロナ・寡黙ナ」の3語は，どれも一の選
択肢支持率が非常に低い。ところが，「ダンマリ」だけは青年層も中・老年層
もお茶の水女子大生のグループも，おしなべて一の選択肢支持率が非常に高い
（69。0％・45．3％と67．9％）。つまり「アノ人ワ　ダンマリダ。」と言った場合と，
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「アノ入ワ　ロが重イ（・寡黙ナ・無ロナ）入ダ。」と言った場合とでは，「アノ
人」の口数の少ないという性向に噛する評価の気持がたいへん違うことになる。
　また，「ロが重イ・寡黙ナ」と「無鑓ナ」とでは，前者は十の選択肢支持率
がかなり高いのに，後者はたいへん低い。青年層も中・老年層もお茶の水女子
大生もそうである。「ダンマリ」も十の選択肢支持率が低い。だから，これも
そのまま素直に受けとれば，「アノ人ワ　ロが重イ（・寡黙ナ）人ダ。jと頻った
場合と，「アノ人ワ　無ロナ　人ダ。」「アノ人ワ　ダンマリダejと謡った場合
とでは，その口数が少ないことに対するプラスの評価の気持にずれが生じてい
ることになる。
　念のため，これもまた中・老年層を研究者とそれ以外の一般社会入とに分け
て，両煮の書語感覚に違いがあるかどうかを見てみた。しかし，結果は下のと
おり。「無ロナ」は一と◎の選択肢のところで違いがあるが，rダンマリ」のほ
うは違いが全くないといってよいくらいである。
　　中・老年層内での選択肢支持率の比較
　　「ダンマリ」　　　　　　　　　　　　「無ロナ」
十
一十
?
?
無答
研　究　者　一般：閉会人
　（32名〉　　（127名〉
43．8％
3ほ
12．5
31．3
9．4
　0
45．7％
3．1
玉1．8
33．1
5．5
0．8
研　究　者　一般社会人
（32名）　　（127名）
一 3．1％　　　15．7％?
12．5　　　　　7．1
一十 2L9　　　　29．9
0 59．4　　　　43．3
?
3ほ　　　　　3．1
無答 0．8
　これも類義語の使いわけに蘭係したことだが，多くの國語辞書はこの辺のこ
とにはあまり触れていないようだ。いくつかの例を次にあげる。
岩波国語辞典（初版）
口が重い　おしゃべりでない。
無口　しゃべり方が少ないこと。また，その人。
寡黙　言葉数が少ないこと。
だんまり　①だまったままでいること。また，だまっていて，めったに環をき
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　　　かない人。（下略）
明角皐国言吾舌辛」麺
撒重い①口のきき方がはっきりしない。②うかつにものを言わない。
無口　口数の少ないこと。寡言。
寡黙　ことば数が少ない。
だんまり①だまること。無霧。②ことわらないこと。無断。（下略）
例解国語辞典
口が露い　①序品数が少なくてあまりしゃべろうとしない。寡黙である。
無口　あまりしゃべらないこと。臼数の少ないこと。「t一一の（な）人」「彼は
　　　一で入とあまり付き合わない」
寡黙　口数が少なく，だまっていておしゃべりでないこと。「一の入」f一
　　　を尊ぶ」
だんまり　①黙って何も欝わないこと・者。f一一ではお箭の気持がわからな
　　　い」「　　もいい加減にしろ」ヂおい　　，何とか欝え」（下略）
広辞苑（初版）
口重し　①ことば力綱軽く出ない。②軽々しくものをいわぬ。③いうのを揮る。
無撒　口数の少いこと。寡雷。寡黙。
寡黙　言葉数の少いこと。寡欝。
だんまり　①黙っていること。無言。（下略）
（’irL’）
　「アノ人ワ　ダンマリタ湖　について，中・老年層のあるかたは，エ／0）の
選択肢を支持して，「これは性格ではなく，一時的な状態に使うような気がするd
と注寵してあった。
　また，別のある中・老年畷のかたは，この設聞について，オ（？）の．選択肢
を支持し，「私にはあまり親しみがないので。ただし，「ダンマリボウダ」なら，
x（0）の選択肢を支持する」と注記してあった。
　四話し・聞くがじょうずを意味する8語の場合
　第20表（イ）をみると，「話シジョーズナ・聞キジョーズナ・能弁ナ・雄弁ナ」
の4語のグループは，一一の選択肢支持率が非常に低く，十の選択肢支持率が非
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常に高い。いっぽう「ロが達者ナ・ロジョーズナ・口巧者ナ・口八丁ノ」の4
語のグループは，一の選択肢が高くて，＋の選択肢が低い。二つのグループは，
話し・聞くことがじょうずだ，と評価する点では同じだが，それをプラス・マ
イナスどちらの立場から二二するかという点で，たいへん違うことになる。類
義語の使い分けの上で大事なことだが，これは，多くの国語辞書でかなりよく
説明されている。例解国語辞典の例を下にあげる。
話しじょうず　見繊し語になし。
聞きじょうず　相手の話を聞きながら，うまく受け答えして，絹手に十分に話
　　　をさせることができること・人。「　の〔な〕人は，話もうまい」
能弁　〔「訥弁」の対〕普通の人より話がうまくて，よくしゃべること。r一
　　　に魅せられる」「一一家」
雄弁　力強く，すらすらとよどみなくしゃべること。またその話。「事実が一
　　　に物語っている」「一一な〔の）代議士」　［一を振るう」「一家」
U達者①よくしゃべること・人。「　な人」②口先のうまいこと・人。「本
　　　当に　　で油断がならない」
口じょうず　ra先がじょうずでうまいことばかり旧い，絹手を承服させること
　　　・人。口達者。U巧者。「　　な男」
口巧者　兇出し語になし。
口も八丁季も八三　口がうまくて，しゃべることも上乎だが，同時に実行の手
　　　腕も大いにあって仕事をてきぱきやってのけること。
　＋の選択肢支持率が最も高いのは，青年層も申・老年層も「聞キジョーズナ」
であって，「話シジョーズナ」ではない。中・老年層の場合，この二つの語の
＋の選択肢支持率の間に約11％の驕きがある。（「聞キジョーズナ」が88．7％で，
「話シジョーズナ」が78．0％）。ことわざに「話しじょうずより聞きじょうずaj
「話しじょうずの聞きべた。！というのがある。聞きじょうずと話しじょうずに
対するこの価値観のちがいがこのような数字の開きになってあらわれているの
だうつ。
（記）
　（1）「アノ人ワ　ロ八丁ノ　人ダ。1の設問について，中・老年層の6名のか
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た（うち5名は国語学者）の回答に，「口八Tjを単独で使うのではなく，fu
八丁，手八Tjまたは「ewも八丁，手も八Tjの形で使うのが本当ではないか，
という趣旨の注記がついていた。わたしとしては，「口八丁，乎八了」から意識
的に「Lj八丁」だけを分離して設問をつくったのだが，これには，やはり無理
があったようである。
　②　「アノ人ワ　環ジョーズナ　人ダejについては，中・老年媛の2名のか
た（うち1名は国語学者）から，「ロジョーズナ」ではなく，「ロノ　ジョーズ
ナ」と格助詞をいれて使う，という注記をいただいた。また，2名の国語学者
は，この語は自分の使用語彙にはないと注記していた。
　（3）「アノ入ワ　［コ巧者ナ　人ダ。」　については，中・老年層の5名のかた（全
部国語学者）から，この語は自分の優用語彙にはない・あまり聞かない・知ら
ない，などといっ注記をいただいた。
　（⇒　話し・聞くがへたを意味する3語の場含
　第2◎表㈲をみると，f話シベタナ・口ベタナ」の2語は，青年腰，中・老年と
もに一の選択肢支持率が40～55％あるのに，「トツ弁ナ」は25～28％しかない。
その代りに，その分だけ＋・…÷・0・？や無答が増えている。これも念グ）た
め，中・老年層159名を研究者とそれ以外の一般社会人とに分けて，その間に違
いがあるかどうかをみた。結果は，下のとおり。そんなに大きな違いはない。
「トツ弁ナ」の選択肢支持率の比較
僻究者（32名〉 一一ﾊ社会入
??
28．1％
3．1
34．4
31．3
3．1
　0
24　．4　％」
7．1
18．1
42．7
7．l
O．8
〔記〕
　ドアノ人ワ　話シベタナ　人ダejについて，ある中・老年層のかたは，ウ（一
＋）の選択肢を：支持して，「弁護したい時と批難したい時とある。1と注記して
　　　　　　　　　　　　　　　　85
あった。このかたは，ヂアノ入ワ　ロベタナ　人ダeJについても，ウ（一÷）
の選択肢を支持して，次のように注記してあった。
　　第7間（「話シベタナ」）と似ているが，どちらかというと，「話シベタナ」のほ
　うに多くマイナスを感じる。
　また，中・老年麟の別のあるかたは，この設問についてウ（一＋）の選択肢
を支持して，次のように注記してあった。
　　マイナスの評価めいた気持が働く場合と，プラスの評価めいた気持が働く場舎と
　がある。握し，話しべたをプラスとするのではなく，内容がある，or誠実であるに
　も拘らず，話しべただというのであって，話すという点に関する限りではア（一）
　の選択肢を支持する。「アノ人ワ　ロベタナ　人ダejについても，これと全く問じ
　ことが言える。「アノ人ワ　mガ達者ナ　人ダ。」については，これと裏返しのこ
　とが雪える。
　　（4）世代間の比較をすると，相対的にいって，中・老年層は青年層よりも「P数
　が少ない」のほうに回答が多く集まり，青年層は中・老年層よりも「口数が多い」
　のほうに園答が多く集まっている。　　　ここで，第22間と第23問の集計結果
を示すと，第24表と第25表のようになる。蓑中払欄の数字は，当該選択肢を支
持した者が全体に対して占める百分比である。（空欄は，0パーセントであるこ
とを示す。）
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　この二つの表から，次のことが指摘できる。
（A）　ヂどちらかというと………」というのも含めて，「自分の性格は，口数が
　　少ないタイプだ司と答えているのは中・老年層のほうが多く，その反対に，
　　「口数が多いタイプだ」と答えているのは，青年層のほうが多い。中・老
　　年層では，「口数が少ないタイプだ。」と答えた者は，「口数が多いタイプだ司
　　と答えた者よりもずっと多いが，青年層では，両者がほとんど同じである。
　　つまり「口数が少ない」のほうへの傾斜の程度は，中・老年層のほうがきびし
　　く，「口数が多い」のほうへの傾斜の程度は，青年層のほうがきびしい。（第25表〉
　（B）　「口数の少ないタイプの入のほうが好きだ己または「きらいでない．aと
　　答えたものは中・老年層のほうがずっと多く，その反対に，　「口数の多い
　　タイプの人のほうが好きだ。Jまたは「きらいでない。Jと答えたものは，青
　　年腰のほうがずっと多い。つまりここでも，網対的にいって，中・老年層
　　は「口数が少ない」ほうに傾斜し，青年層は「多い」ほうに傾斜している。
　　（第24表）
　第23問で答えた密分の性格のタイプと第22問で答えた好きな他人の性格のタ
イプとを対応させてみると，第26表（イ〉（w）㈲のようになる。表中各欄の数字は，
それぞれの全体に対する百分比。空欄は0パーセント。
　この表をみると，中・老年層では，自分の性格は，〈ア）「口数が多いタイプだ。」
と答えた者も，（イ）「どちらかというと，まあ購数が多いタイプのほうだ。］と答
えた者も，それに（ウ）「口数が多い・少ないのどちらともいえない。Jと答えた者
も，好きな糊入の性格（「よりきらいでない」というのも含む。）としては，口
数が少ないタイプを多くあげている。もちろん，自分の性格は「口数が少ない
タイプだ。」と答えた者や，　「どちらかというと，まあ口数の少ないタイプのほ
うだ。」と答えた者は，好きな他人の性格として口数が少ないタイプを多くあげ
ている。
　ところが青年層では，自分の性格は，頃数が多いタKプだ。」　と答えた者と
「どちらかというと，まあ口数が多いタイプのほうだ。」　と答えた者は，好きな
他人の性格としても，口数が多いタイプのほうを多くあげている。ここが中・
老年麟と違うところである。
　　　　　　　　　　　　　　　　89
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の　輿分の性格は，口数が多い・少ないのどちちともいえないという入の場合
第23問自分は～ （切どちらともいえない。
第22問他人は～ 青　年　層 中・老年層
げ）どちらかというと，難数の多いタイプの
@入のほうが吐きだ。
　　　　％
V．1
???????
21．4 25．6
（ウ〉どちらかというと，口数の多いタイプの
@ほうがよりきらいでない。 14．3 18．3
（イ）どちらかというと，口数の少ないタイプ
@のほうが好きだ。 32．1 29．3
57．1 4L5国どちらかというと，口数の少ないタイプ
@の人のほうがよりきらいでない。 　　　一Q5．0 　　一P2．2
（幻どちらともいえない。 2L4
（カ）わからない。
無　　　答
全　　　　　体 28名 82名
　自分は口数が多い性格（「どちらかというと………」というのも含む。）だと
認めていながら，他人は口数が多い人間よりも少ない人問のほうが好きだ（「よ
りきらいでない」というのも含む。）というのは，つまり口数が多い性格よりも
少ない性格のほうに好ましさを認めているからであるに違いない。この意味で
も，中・老年層は，　「口数が少ない」のほうへ傾斜している程度が青年層より
も強く，青年層は「口数が多い」のほうへ傾斜している程度が中・老ag　ffuより
も強い，といっことができる。
　第19表（イ〉で，環数が多いを意味する5語のうち「ロが軽イ」と「オシャベリ
ナ」は，青年層と中・老年層の間に違いは全くない。しかし，残りの「饒舌ナ・
多弁ナ・ロマメナ」は，どれも一の選択肢は中・老年層のほうが高く，＋の選
択肢は青年層のほうが高い。
　また，第19表＠で，口数が少ないを意昧する4語のうち，「寡黙ナ」と「ダ
ンマリ」は，＋の選択肢は中・老年層のほうが高く，一の選択肢は青年層のほ
うが高い。（ただし，「無謬ナ」は二つの層の閲で違いがほとんどなく，「ロが重
イ」は，＋の選択肢が青年層のほうが高い。）
　以上第19表（イ〉（m）に述べたことを総合すれば，口数が多い・少ないを意味する
語群の場合も，全体としては，どちらかといえば，中・老年層は「口数が少な
　　　　　　　　　　　　　　　　92
い」のほうに傾斜し，背年膳は「臼数が多い」のほうに傾斜している，という
ことができるv
　第21表の「話シ好キナ」も，一の選択肢は二つの層の閣でほとんど違いはな
いが，＋の選択肢は脊年層のほうが多い。だから，この場合も，どちらかとい
えば，青年層は「口数が多い1のほうに傾斜し，中・老年層は∫口数が少ない1
のほうに傾斜しているといえる。
93
3　まとめ
　大学生である20歳前後の青年層429名，それにこれら大学生の親か祖父母の
世代に相当する中・老年層159名。この159名の中には専門の国語研究者32名が
含まれていた。わたしは，この異なる二つの世代の人びとにセックスに関する
形容詞性向語彙のアンケートをお願いしたが，その際，ついでにそれと抱き合
わせに言語活動に間する性向語彙のアンケートもお願いした。お願いしたのは
形容詞的なもの全部で21語。その内容は次のとおりである。
　　A　瓢数が多いか少ないかの観点から入間の性向を評価記述するのに使う
　　　　もの　　　　　　　　　　　　　9語
　　B　話し・聞くのがじょうずかへたかの観点から人間の性向を評価記述す
　　　　るのに使うもの　　　　　　　　11語
　　C　その他　　　　　　　　　　　　1語
　このアンケート調査の調査票を集計整理した結果，次のことを知ることがで
きた。
　（1）プラ・スの評価で使うことが多い語よりも，マイナスの評価で使うことが
　　多い語のほうが多い。
　②　（1＞に述べた事実は，語群別にみると，口数が多いを意味する語群で最も
　　顕著である。次いで，話し・聞くがへたを意味する語群一同じょうずを
　　意味する語群の順となる。そして，口数が少ないを意味する語群では，こ
　　の事実は最：も弱いものとなる。口数が少ないを意味する語群は，全体的に
　　いって，マイナスの評価の選択肢支持率が話し・聞くがじょうずを意味す
　　る語群よりも低く，四つの語群の中で最低だったのである。
　（3）同一の語群の中でも，語によって選択肢支持の傾向がかなり違う場合が
　　ある。つまり同一の語群に属する類義語でも，その語群が指し示す人聞の
　　性向をプラス・マイナスどちらの立場から三三するかという点で，評価の
　　気持に質的な違いのある場合がある。また，岡じプラスならプラス，マイ
　　ナスならマイナスの立場から評価するにしても，そのプラス・マイナスの
　　評価の全体的傾向に量的な違いのある場合がある。
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　（4＞世代間の比較をすると，相対的にいって，中・老年層は「口数が少ない」
　　のほうに傾斜し，青年層は「口数が多い」のほうに傾斜している。
　さて，わたしたちは，アンケート調査によって知り得た以上四つの事柄をど
のように受けとめるべきであろうか。まず第一に，プラスの評価で使うことが
多い語よりも，マイナスの評栖で使うことが多い語のほうが多いという事実。
これは，〔1〕で述べたセックスに関する形容詞性向語彙の調査結果とぴったり
一致する。マイナスの評価で使うことが多い語のほうがなぜ多いかという無二
も，もちろん〔1〕で述べたことで充分説明できる。
　社会や集団の構成貰がその杜会や集団の提示した「期待される人間像」に違
背する性向をもつこと。組織の維持と発展をはかる祉会や集団にとってこれは
まさに獅子身中の虫。これ以上に恐ろしいものはない。これは，セックスに関
する性向の場合も雷語活動に関する性向の場合も，その他の性向の場合も全く
樹じである。
　日本人の伝統的な雷語活動観を手つとり早く知るために，ここで再び明治時
代の修身教科書を例にひこう。明治26年に発行されたil修身女帝　（末松謙澄
著　全4巻）は，当時の高等小学校女生徒用をN的として編纂された検定修身
教科書であるが，女性の望ましい国語活動のありかたについて，その巻1には
次のような教材がのせられている。（以下，下線は渡辺。）
　　　　　第11　詞つかひを愼むべし
　詞は心の花なりと云へば，詞によりて心ざまも知らる，愼むべし，言葉のなまめ
けるはいやらしく，角立てるはしさいらしし，只何となく耳だたず，和らかに愛ら
しくして，理樒ぶらぬこそよけれ，心あるものは昼下のものにさへ，横柄には謡い
はぬものなり，まして厨上の人にいやしき冒して，よからんや，はしたなくいさか
　　　　　　　　　　　　　　　　　なまもの　しひなどせんは，聞くもいぶせく，取り分け生物知りに利口らしく語り出んは，かた
はらいたし，愼みても又愼むべし。
岡じようにその巻2には，次のような教材がのっている。
　　　　　第10　言語を愼むべし
　白珪の欠けたるは猶磨くべし，斯雷の欠けたるは理むべからずとも古人は激へり，
愼むべきは言語なり，古訓にも言葉少なきを女の徳とすと云へば，鵬重げなるも，
口軽きよりまされり，他人の噂さを云ひ伝ふるなどのことは殊更愼むべし，一雷の
失より万事の破れも出で，身の栄辱にかかるものなり，たとひ己がよく心得たるこ
となりとも，Wさがなく差出がましきは，そば穏もつらきものにて，人に疎：まるる
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本なり。されば女は殊に撹み深くして人にへりくだり，何事もひかえめにして，賢
こぶることなきこそよけれ，野二本教科書大系　近代編　第2巻駅P。460～461）
　このように，ことばは愼しむべし，ことばは少なきことをもって徳とす，・…・
という霧語活動観・コミュニケーション観を教えこまれたのは，何も女生徒に
限ったことではない。〔1〕でも引絹した置尋常小学修身書』　（束久世通者著
全4巻明治25年）は，当時全国に普及した修身教科書の一つであって，もち
ろん男女児童に共通に使用された。その巻3には次のような教材がのっている。
H本の子どもは，当時男女の別を問わず，小学3年生にしてすでにこのような
書語活動観・コミュニケーション観の教育を国家によって与えられていたので
ある。
　　　　　　第7　愼；雷
　　　　第18課
　　身を認むる道は，第一に　言葉を少くするに在り。言葉多きときは，過チも，亦，
　多かるべし。故に，入は，言葉を少くして，過チなからむことを思ふべし。
　　　舌三寸のさへづりに，五尺の身をはたす。　　　和漢古諺
　　　入のこといはんより，ひぢあかおとせ。　・　　面癖のしるべ
　　　　　第19課
　　我が知りたる事も，問ふ人なくば，みだりにいふことなかれ。われより，妊みて，
　知りたる事をほこるは，善からぬことなり。
　　問ふ入ありとも，我が知らざる事は，かならず，いふことなかれ。我が知らざる
　事を，知りたるやうに　いひなすは，禰をまねく本なり。
　　　11は，これ，溺の門，香は，これ，縄の根。　　童子教
　　員原益軒は，筑前の入にて，名高き学者なりき。ある年，京都より　筑前に帰る
　とき，船にのりて行きけるに，のりあひの人々，互に，名を知らざれども，いろい
　ろの話をしたり。其の中に，一八の少年ありて，人々を見下し，物知りがほに，書
　物の講釈をなせり。益蔚，其のかたはらに在りて，少しも物いはず，謹みきくこと，
　字を知らぬ人の如くなりき。やがて，船，摩につきければ，人々，互に，其の姓名，
　住所を告げけるに，少年，はじめて，益軒先生なることを知り，みつから，前の大
　言をはちて，遂に，其の名もkげず，ひそかに，たち去りたり。　（『巳本教科書大
　系近代編第2巻jP．5◎4～505）
　ことわざをみても，欝語活動に関する日本のことわざの中には，おしゃべり
をさげすんだものやいましめたもの，また，「雷うな。」といましめたものは，
たいへん多い。しかし，その反対に「言え。」とすすめたことわざは，非常に少
ない。
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A　おしゃべりをさげすんだ（・いましめた〉ことわざ，「言うな。」といま
　しめたことわざ
　ことば多きは，品少なし。
枝葉のしげりに，実少なし。
　多弁，能なし。
　口あいて，人に食わるる柘榴かな。
　口あけて，五臓の見ゆる蛙かな。
　口は禍の基。
　雛は禍の門，舌は禍の根。
　禍はt：より生ず。
　禍は多霧より大なるはなし。
　鞘走りより1コ走り。
　uaゆえ身を果す。
　口から高野に行く。
　娼から生れて，議で果てる。
　吐いた唾は呑めぬ。
　Laは，出入りに戸を立てよ。
　口を閉じ，閣を開け。
　：を以て鼻とせよ。
　Uと揮は瞬く辱めよ。
　口と財布は緊めるが得。
　霧わぬは，言うにまさる。
　欝わぬことばは，言う頁倍。
　物は書い残せ，菜は食いのこせ。
　口数は少ないほどよい。
　沈黙は黄金である。
　饒黄は銀，沈黙は金。
　話しじょうずよりも聞きじょうず。
　話しじょうずの聞きべた。
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　B　おしゃべりの状態をさげすんだ形容
　　笹の葉に鈴。
　　竿の先に鈴。
　　ひばりの口に鳴子。
　　藁を焚く。
　C　「言う」ことをすすめたことわざ
　　思うこと言わねば，腹ふくる。
　　黙っていては，損をする。
　　言わぬことは，聞こえぬ。
　　言わぬが損。
　言語活動に関する形容詞的性向語彙の全体を通じて，〈！）プラスの評価で使う
ことが多い語よりもマイナスの評伽で使うことが多い語のほうが多い，という
事実があること。そして，この事実は，②語群別にみると，口数が多いを意味
する語群で最も顕著であり，口数が少ないを意味する語群で最も顕著でなくな
ること。アンケート調査によって知り得たこれらの事実は，まさに上で兇てき
たような日本人の書語活動観・コミュXケーション観を反映し，その上にのっ
かったものといえるだろう。
　世代間の比較をすると，相対的にいって，中・老年層は「口数が少ない」の
ほうに傾斜し，青年層は「口数が多い」のほうに傾斜していると認められる，
という第4の調査結果。これは，第1や第2の調査結果ほどにははっきりした
ものではない。しかし，これも今日世代と世代の間にみられる広汎な価値観の
断絶，またはずれの一つの側面を反映したものとして受けとめるべき事柄であ
る。鯖数は，ただやみくもに少ないことをもってよしとする伝統的な価値観は，
もはや戦後の畏主主義的な教育を受けた若い世代には，次第に色あせたものへ
変化しようとしていることを示しているのだ。
　戦後，戦前の修身教育に代わって登場した道徳教育についてみると，たとえ
ば昭和33年改訂の小学校学習指導要領では，「道徳的心情を高め，正邪善悪を
判断する能力を養うように導く」という教育罠標に関係が深い指導内容として，
具体的に次のような項目があげられている。　（以下，下線は渡辺。）
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（8）自分の正しいと信ずるところに従って意　を述べ，行動し，みだりに他人の
　　　意毘や行動に動かされない。
　　　　（低学年においては，自分の考えをはっきり述べることや自分の考えを持つ
　　　　て行動することを指導し，中学年・高学年においては，さらに，みだりに他
　　　　人に動かされないことなどを加えて内容とすることが望ましい。）
　また，「畏主的な国家・社会の成貴として必要な道徳的態度と実践的意欲を
高めるように導くeJという教育目標に関係が深い指導内容として，次のような
項臼もあげられている。
　　㈱権利を正しく主張するとともに，惣分の果すべき義務は確実に果す。
　　　　（低学年・中学年においては，自分の果すべきことは確実に果すことを指導
　　　　の中心とし，高学年においては，さらに，権利を正しく主張することや，権
　　　　利と義務との関連を考えることなどを加えて内容とすることが望ましい。）
　わたしのアンケートに國答してくれた青年層，つまり大学生の諸君は，彼ら
が昭和30年代に受けた小学校の教育活動を通じて，このようなきわめて積極的
な需語活動観・コミュニケーション観を植えこまれてきた。少なくとも植えこ
まれることが国家によって期待されてきたのである。
　同じ昭和33年改訂の小学校学習指導要領では，国語科教育における聞くこと
・話すことの指導臼標や内容を，たとえば第6学年の場合，次のように規定し
ている。
　〔第6学年〕
　　1　目標
　　　（1）聞くこと話すことによって生活を高め充実していくようにする。
　　　②　判断しながら聞くことができるようにする。
　　　㈲　効果的に話すことができるようにする。
　　2　内容
　　　（1＞次の事項について指導する。
　　　　ア　人の需うことを尊露して聞くこと。
　　　　イ　事実と意見を区別して聞き分けるように努ダ）る。
　　　　ウ　話の順序を決めて話すこと。
　　　　工　相手や場にふさわしい話し方をすること。
　　　　オ　正しいことばづかいで話すこと。
　　　（2＞次の各項Kに掲げる活動を通して，上記の事項を掲導する。
　　　　ア　話合いや会議に参加する。
　　　　イ　説明をする。
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　　　ウ　報告をする。
　　　工　発表をする。
　　　　上に示す活動のほか，f放送を聞く」「劇などをする1　f校内放送をするJな
　　　ども望ましい。
　大学生である青年層の若い世代は，このような指導要領にもとづいて，話す
・聞くの積極的な雷語活動教育を小学校から中学・高校へと一貫して受けてき
たのである。したがって，明治の修身教科書によって代褒される戦前・戦中の，
消極的な言語活動教育を受けてきた中・老年層の世代との間に，すでに報告し
たような価値観のギャップが存在するのは，当然のことといえるだろう。
　最後に，同一の語群の中でも，語によって選択肢支持の傾向がかなり違う場
合がある，という第3の調査結果について。同一の語群にはいる類義語でも，
その語群が指し示す人問の性向をプラス・マイナスどちらの立場から評価する
かという点で質的な違いのあること。また，岡じプラスならプラス，マイナス
ならマイナスの立場から評樋するにしても，そのプラス・マイナスの評価に全
体的にみて量的な違いのある場合があること。このことは，これらの類義性向
語彙のもつニュアンスの違い，それにもとつく使い分けの問題に関して，一一つ
の問題を提示したことになる。
　たとえば，中・老年層と青年層の二つの世代を通じてみられる「ロが軽イ・
オシャベリナ・宴席ナ・多弁ナ」の4語と「ロマメナ」の間にみられる違い。
「話シジョーズナ・聞キジョーズナ・能弁ナ・雄弁ナ」の4語と「ロが達者ナ
・ロジョーズナ・口巧港ナ・口八丁ノ」の4語の間にみられる違い。「Uが璽
イ・劇詩ナ・寡黙ナ」と「ダンマリ」の間にみられる違い。そして，青年層に
おける「ロが軽イ・オシャベリナ」と「饒舌ナ・多弁ナ」の間にみられる違い
などなど。
　〔記）
　（955ページ以下で報告したセックスに関する形容詞性向語彙の場合と岡じ
く，この性向語彙も夫婦の間で蹴答がどの程度一致し，どの程度くいちがって
いるか，を兇てみよう。
　昭和45年6月20Bまでに，64組の御夫婦から図答をいただいた。そこでこの
64組に限って，上記のことを調べてみると，102ページと103ページの表に示す
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ような結果になった。
　表中各欄の数字は，64組全体に対する百分比。（B＞欄の「園答のくいちがい」
には，次の20の組合せが一括されている。（この20の組合せについて一つ一一つ
報告するのは省略する。）
　つまり夫婦の支持した選択肢の組合せが，一÷・＋一・一土・一〇・一？・
一ト1・十〇・＋？・±一・±十・±0・土？・0一・◎牽・0±・0？・？一
・？＋・？±・？0であるものは，すべて（B）欄に一括されている。
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　この表から，たとえば次のことなどがわかる。
　（i）（a）欄で「Uが軽イ・オシャベリナ・饒舌ナ」は，夫婦間の一致の度合が
非鴬に高い。これに対して，　「多弁ナ・ロマメナ」は一致の度合が低い。と
りわけ「ロマメナ」は非常に低い。この語は，21語全体の中でも，一致の度合
が最も低い。使用の意識が人によってたいへんくいちがっている語であること
がわかる。
　②（d＞欄の「話シベタナ・meベタナ・トツ弁ナ」は，総じて他の（a）（bXcXe）欄
の語よりも一致の度合が低く，くいちがいの度合が高い傾向にある。話し・聞
くがへたを意味するこの（d）欄の語は，夫婦の間でも意見が大きく割れるものの
ようだ。
　（2）第22問と第23問に対する回答が，夫婦の間でそれぞれどれだけ一致して
いるか。それを示したのが下の工つの表である。各欄の数字は，64組全体に対
する百分比。
　第22問の口答は，四二の問でどれだけ一致しているか
夫　婦　の　園　答　の　組「合　せ
越夫婦とも・蜘多いタイプのほうが好き　い　　　〃　　　　　〃　　　　　〃　　より嫌いでない
?????????
講騨陶少ないタイ了の励㌘1撫ない器夫麟の少ないほうが照妻・・少ないほうが・・嫌いでない
黶@”　1、よ蜘㍗　”好き
18．8
R．1
X．4
P0．9
S2．2
（C）　夫婦ともどちらともいえない 9．4
（A）＋（B＞＋（C） 59．5
（D）　　く　い　　ち　　が　　い 37．6
（珊　　双方またはどちらかが無答 3．0
1e4
第23問の園答は，夫婦の問でどれだけ一致しているか
回　答　の　組会せ
　　　夫　婦　と　もくN
夫多　　　　〃
1コ数が多いタイプだ
まあ口数が多いタイプのほうだ
鰐　夫は多いタイプだ凄はまあ多・桝プのほとイ　　夫はまあ多いタイプのほうだ，妻は多いタイプだもプ　　　　　　　　　　小　　　　　　　計
瓢∵，∵ll難鰍llと多夫はまあ少ないタイプのほうだ，妻は少ないタイもプ　　　　　　　　小　　　　　　　計
（C）　　夫婦とも　どちらともいえない
（A）　一1一　（B）＋（C）
（D）　　　く　い　　ち　が　　い
（E） 双方または片方が無答
????? ?
　e
i7．i
3．1
1．6
21．8
エ．6
29．7
67．3
3．1
　第22間で夫婦の自答がくいちがっているのは，全体の37，6％であるのに，第
23問で夫婦の圓答がくいちがっているのは67．3％もある。夫婦の問で自分の性
格についでの固唾がくいちがっているのが非常に多いのである。これは，夫婦
の性格そのものがくいちがっていて，そのために覇断もくいちがっているとい
うことなのか。それとも，性格はくいちがっていないのに，轄断だけがくいち
がっているということなのか。これだけではわからない。ともかくこの限りで
は，書語活動の薗からみた問題の性格について，「似た者夫婦」ということは，
とてもいえないようだ。（もっともこの「似た者夫婦」でないということが，あ
るいは夫婦の一般的な姿なのかも知れない。）
　いっぽう，他人は口数の多いタイプのほうが好きか，少ないタイプのほうが
好きか，ということになると，夫婦とも少ないほうが好きだ，というのが最も
多くなる（42．2％）。夫婦とも1コ数の多いほうが好きだ，というのはわずか7．9
％しかいないのである。
lg5
　夫婦ともに自分は口数が少ないタイプだと判断しているのは，夫婦ともに自
分は口数が多いタイプだと判断しているものよりもかなり多い（前者が21．89，
後者が6．3％）。
　第23問の（D）夫婦のくいちがい67．3％の中には，下のA・B・C・D・E・F
の六つのくいちがいのパターンが含まれている。
　　A型　（夫は口数が多く，妻は口数が少ない）
く　い　ち　が　い　の　組　合　せ
夫は口数が～ 妻は口数が～
多　い　タ　イ　プ
@　　　〃
ﾜあ多いタイプのほう
@　　　〃
少　な　い　タ　イ　プ
ﾜあ少ないタイプのほう
ｭ　な　い　タ　イ　プ
ﾜあ少ないタイプのほう
0％
R．1
R．1
X．3
計 15．5
B型　（夫は口数が少なく，妻は口数が多い）
く　い　ち　が　い　の　組合せ
夫は口数が～ 妻は口数が～
少　な　い　タ　イ　プ
ﾜあ少ないタイプのほう
ｭ　な　い　タ　イ　プ
ﾜあ少ないタイプのほう
多　い　タ　イ　プ
@　　〃ﾜあ多いタイプのほう
@　　〃
??????．?
計 22．0
C型　（夫は口数が多く，妻はどちらともいえない）
く　い　ち　が　い　の　組合せ
夫は口数が～ 妻は口数が～
多　い　タ　イ　プ
ﾜあ多いタイプのほう
どちらともいえない
@　　〃
???．?
計 12．5
IC6
D型　く夫はどちらともいえない，妻は口数が多い）
く　い　ち　が　い　の　組合　せ
夫は　口数が～　　　　　　妻は　口数が～
どちらともいえない
@　　〃
多　い　　タ　イ　プ
ﾜあ多いタイプのほう
???．?
計 7．9
E型　（炎は口数が少なく，妻はどちらともいえない）
く　い　ち　が　い　の　組合せ
夫は口数が～ 妻は口数が～
少　な　い　タ　イ　プ
ﾜあ少ないタイプのほう
どちらともいえない
@　　〃
???．?
計 9．4
F型　（夫はどちらともいえない，妻は口数が少ない）
く　い　ち　が　い　の　組　合　せ
夫は口数が～ 妻は口数が～
どちらともいえない
@　　〃
少　な　い　タ　イ　プ
ﾜあ少ないタイプのほう
0％
O
計 0
　A型とB型，C型とD型，　E型とF型は，それぞれ正反対のくいちがいの型
を示す。このうちA型とB型とでは，B型のほうが多いということは注意すべ
きことだと思う。また，C型（12．5％）とD型（7．9％）の開きよりも，　E型
（9．4％）とF型（0％）の開きのほうが大きいということも，同じ意味でやは
り注意すべきだと思う。
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